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事例 中学校外国語科（英語） Ｉ中学校
１ 単元について

対 象 学 年 中学校 第２学年

読むこと（ウ）学習指導要領

書くこと（ウ）

（ ）単 元 名 LESSON 3 Student Reports, Let's WRITE1 遠足の報告をします 全９時間

２NEW CROWN ENGLISH SERIES

○体験活動についての報告文を、読み手を想定しながら積極的に書き伝単 元 目 標

。 （ ）えようとする コミュニケーションへの関心・意欲・態度

○体験活動について、過去形や過去進行形を用いて、読み手に正しく伝

えるとともに、書く内容や表現を工夫して書くことができる。

（ ）表現の能力

○体験活動の報告文について、その概要や要点を正しく読み取ることが

。 （ ）できる 理解の能力

○過去形や過去進行形が表す内容を正しく理解するとともに、現在形と

。 （ ）の違いを理解している 言語や文化についての知識・理解

基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫について配 慮 事 項

○単元の指導過程の工夫

・単元の導入にあたり、終末の言語活動への見通しをもたせる。単元の

終末で目指す表現活動の具体的なイメージをもたせることにより、毎

時間の言語活動を積み上げることが大切であることを理解させる。

・書くことにつながる対話活動を毎時間位置付ける。対話しながら書く

内容を想起し、書くための表現を覚えられるよう話すことについても

評価し、見届けていく。

○単位時間の指導過程の工夫

・毎時間、過去形あるいは過去進行形を用いた対話活動や自分の体験を

書く活動を位置付け、単元の終末の表現活動への抵抗を取り除く。

○言語活動の工夫

・書く活動において、表現内容を重視し、生徒に「楽しかった思い出を

書いてみたい。伝えたい 」という思いをもたせるために、体験活動。

の写真から自分が最も印象に残った場面を選ばせ、それを見ながら対

話させることによって、書くことへの意欲付けを図る。

・ 、後輩や校内の先生方、交流先の中学生を対象に、楽しかった思「ALT
い出を伝えるために書く」と読み手や書く目的を明確にする。

○評価の工夫

・内容の魅力、表現形式の工夫、英語表現の正しさを認める教師の評価

・書く内容（事実と感想）を明確にもち、読んでもらうためにどんな工

夫をしたかを大切にした自己評価を位置付ける。

・書かれた英文の内容が理解できるかや、書かれた英文にはどんな工夫

がされているかを大切にする読み手からの評価を位置付ける。

資料１：生徒の作品例と感想の例参 考 資 料

資料２：学習プリント例
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２ 単元の評価規準

ア コミュニケー イ 表現の能力 ウ 理解の能力 エ 言語や文化につ

ションへの関心 いての知識・理解

・意欲・態度

・初歩的な英語で書

かれた情報を正し

・ 読むこと」や く読み取ることが ・言語や言語の運用「

「書くこと」の できる。 についての基本的

言語活動に積極 ・初歩的な英語を、 な知識を身に付け

的に取り組んで 目的に応じて適切 ている。

いる。 に読むことができ

る。

・初歩的な英語を用

・様々な工夫をす いて、自分の考え

ることで、コミ や気持ちなどを正

ュニケーション しく話すことがで

を続けようとし きる。

ている。 ・初歩的な英語を用

いて、相手や場面

に応じて適切に話

すことができる。

・初歩的な英語を用

いて、自分の考え

や気持ちなどを書

くことができる。

・初歩的な英語を用

いて、目的に応じ

て適切に書くこと

ができる。

（言語活動への取 （正確な発話） （正確な読み取り） （言語についての知

単 組） ・尋ねられたことに 識）・事実（いつ、どこ

・まちがいを恐れ で、だれが、何を ・動詞の過去形と過元 はっきりとした音

ず、多くの文を した）とその時の 去進行形が表す内の 声や正しい語順で

書いている。 筆者の気持ちを読 容の違いを正しく評 話すことができる。

・報告文にふさわ み取ることができ 理解している。価 （適切な発話）

しい話題や表現 る。 ・体験活動について規 ・体験したことにつ

内容を正しく選 表現するための英準 いて、いつ、どこ

択している。 文や語句を理解しでなどの要点を落

（適切な読み取り） ている。とさずに話すこと

ができる。 ・一つの事象は、意（コミュニケーシ ・事実や気持ちを表

（正確な筆記） 向や状況等によりョンの継続） す語に着目しなが

い 英語で・魅力的な報告文 ・読み手に自分の考 ら読むことができ ろいろな

表現できることをになるように、 えなどが伝わるよ る。

知っている。さまざまな工夫 う、文法、単語の

をしながら、書 つづりなどを正し

読
む
こ
と
の

評
価
規
準

書
く
こ
と
の

評
価
規
準

話
す
こ
と
の

評
価
規
準
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いている。 く書くことができ

る。

（適切な筆記）

・報告文に表すため

に、書きたい内容

を整理して、事実

と感想をまとまり

のある英文で書く

ことができる。

①自分の経験を、 ①事実について、尋 ①過去進行形を含む ①過去形と過去進行単

英語表現につま ねられたことに、 文の意味を、その 形の違いをふまえ位

りながらも、ジ はっきりとした音 前後関係を含めて 過去進行形が過去時

ェスチャーやカ 声で話すことがで 理解できる。 のある瞬間の事実間

タカナ英語など きる。 ②教科書の体験活動 を叙述するのに有に

を用いて話して ②体験したことの感 の報告文を読み、 効であることを理お

いる。 想について、尋ね 「いつ 「だれが」 解している。け 」

②対話活動におい られたことに、気 「何をした」などの ②漁村体験についてる

て相手が答えや 持ちを表わす表現 事実や、その時の 表現するために必具

すいよう繰り返 を用いて簡潔に話 感想を読み取るこ 要な語や語句を理体

したり、あいづ すことができる。 とができる。 解している。の

ちをうったりし ③事実について い ③仲間の報告文を読 ③話し言葉を表現す評 、「

ている。 つ 「だれが 「ど み、事実やその時 る時の記号“”の価 」 」

③教科書の報告文 こで 何をした の感想から、書き 用法と、報告文の規 」「 」

を「いつ 「だ が伝わるように書 手の思いを読み取 中に会話文を用い準 」

れが 「何をし くことができる。 ることができる。 て表現すると臨場」

た」の事実や、 ④感想を気持ちを表 感が出ることを理

その時の感想に わす表現を用いて 解している。

一つの事象は、話着目しながら、 書くことができ ④

し手や書き手の意読み取ろうとし る。

、 、ている。 ⑤漁村体験の報告文 向 状況等により

い 英語で④印象に残った思 を５文程度の英文 ろいろな

表現できることをい出を、まちが で正しく書くこと

知っている。いを恐れず、い ができる。

くつもの文で書 例 「楽しかった」）

・事実に対する でき進めている。 informal

自然な表現⑤会話文の使用や

It was fun.文順の工夫など

I had a good timeを通して、より

I enjoyed it.詳しく、分かり

・事実に対する なやすい文章を書 formal

表現こうとしてい

It was enjoyable.る。

・当時の様子を示す表現

I was happy.
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３ 指導と評価の計画（全９時間）

評価規準
時 ね ら い 学 習 活 動 評価方法 指導・援助

ア イ ウ エ

【導入】○きのうの
What were you doing at夕方の生 ○“

活につい の問いに答8 p.m.?"
て 「～ える。、
していま１
したか」 過去進行形を使って
と、過去 きのうの夕方の生活
進行形を について対話しよう
用いてペ

【展開】アで対話
すること ・過去進行形の形を確認 ・夕方の生活を① ① ① ・活動の観察
ができる する。 表わす英語の。 ②

・ 夕方の生活」のリス リストを配布「
○過去進行 トの中から使用できる し語彙を増や
形の形と 表現を用いて答える。 すなお、発音
用法につ ・さまざまの時刻につい で困る生徒が
いて理解 て尋ね [ ] いないよう、、“I was ing at
すること [時刻] ”のように答え 必要に応じて.
ができる る。 カタカナをふ。

っておく。
・適切なあいづ
ちが対話を円
滑に進めるこ

。【終末】 とを指導する
○自分の昨晩の生活を、 ・学習プリント① ・学習プリン

-ingさまざまな時刻につい を集め、トの点検
て英文で箇条書きにす のついた語な
る。 どのつづりの

間違いなどに
朱筆を入れ、
次時に生か
す。

【導入】○本単元で
の学習内 ○前時の対話活動を相手 ・適切なあいづ① ① ・活動の観察
容や学習 を変えて行う。 ちをうちなが
の進め方 【展開】 ら対話を進め
を理解し ○漁村体験の写真を、数 ている生徒に
めあてを 枚黒板に貼り、教師と 認める声をか② ② ・活動の観察
もつこと 生徒で対話する。 けていく。
が で き ・Ａ３版ほどに“What were you doing
る。 拡大したカラhere?" We were“

(定置網 ー写真で、全２ watching "）
など 員に見えるよ

。うに提示する
・答え方の英語『漁村体験』の思い
表現でつまず出が伝わるように報
く場合、板書告文を書こう。
して語彙を教
える。○単元の学習活動や課題

を理解する。
・ねらいや付けたい力を
知る。

。・学習のすすめ方を知る
・学習プリント・少人数学級についての
に、少人数学メンバーや座席の確認
級への期待やをする。
不安を書か【終末】
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せ、次時から○願いをプリントに記
の指導に生か入する。
すようにす
る。

○ 動詞 ・きのうの生活３ 【導入】 ② ① ・活動の観察be
や一般動 ○きのうの生活について を表現する語、
詞の過去 フレームをもとに話す 彙をリストで。
形を正し [ 示す。“I was happy, sad,

tired, great, busy ,く使いな ]
because ."がら、き ･･･(事実）

のうの生 【展開】
活の感想 ○教科書の３人の報告文
を簡潔に の概要を読む。
話すこと ・絵から類推
が で き ・ 誰が 「何をした」「 」
る。 ・ 何をしたか」を読み「

○§１のケ 取るキーワードは何か
ンの体験
活動の報 §１のケンの体験活動
告文から の報告文から、事実と感

・学習プリント事実と感 想を読み取ろう。
に読み取った想を理解

③ ② ・学習プリン 事実と感想がすること ・５Ｗ１Ｈの窓で整理
トの点検 が書き込まれができ 【終末】

ているかを見る。 ○事実と感想の表現の仕
届ける。方を交流する。

４ 【導入】○漁村体験
について ○漁村体験について対話 ・漁村体験につ② ・活動の観察
印象に残 する。 いて対話する
ったこと 時、必要とな-What did you enjoy the
を対話す りそうな語彙most?
ることが をリストにし-Did you enjoy cycling?
できる。 て示す。未習-Did you enjoy fishing

語が多いため-How many fish did you
○§２のメ 発音でつまずcatch?
イリンの くことの少な-How big was the fish?
体験活動 ○対話した時の英語（質 いようカタカ
の報告文 問文と答えの文）を書 ナをふってお
を読み取 く。 く。

【展開】 ③ ・学習プリン ・自分や相手がり、報告
トの点検 話した英語を文の書き

リストを参照方を理解 §２のメイリンの手話
しながら書かすること についての報告文を読み
せる。ができる 取ろう。

・講座の中で行ったこと ・学習プリント③ ② ・学習プリン
・興味をもって学んだこ で読み取りのトの点検
と 窓を示し、読

・講師の先生が手話で伝 み取ったこと
を記入させえたこと
る。【終末】

○英語の音声の特徴を大 ・特に文におけ
切にしながら、ペアで る強勢と区切
音読し表現方法に習熟 りに留意させ
する。 る。

５ 【導入】○漁村体験
の事実と ○漁村体験で行った事実 ・ 節を効② ・活動の観察 When
その時の とその時の感想をフレ 果的に用いる
感想を、 ームをもとに簡単に話 と、事実と感

節 す。 想が一つの文When
を用いて 例） 表わせること-When I ate a good
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話すこと を指導し、そsea food dinner, I
が で き の表現に習熟felt great.
る。 させる。-When I caught a

small fish, I was
○§３の久 など ・気持ちを表わexcited. ④ ・学習プリン
美の田植 ○自分が話した英語を学 すさまざまなトの点検
えの報告 習プリントに書く。 表現が補助資
文を読み 料にあること【展開】
取り、報 を助言する。
告文の書 §３の久美の田植えに （例）

tired, sleepy, sad,き方を理 ついての報告文を読み取
scared, interested,解するこ ろう。
excited, happy,とができ

る。 ・５Ｗ１Ｈの窓で整理
・事実と感想の表現の仕 ・特に文におけ③ ② ・学習プリン
方 る強勢と区切トの点検

りに留意させ【終末】
○英語の音声の特徴を大 る。
切にしながら、ペアで
音読し表現の仕方に習
熟する

・報告文を書く６ ○報告文を 【導入】
とき、事実と書くとき ○教科書の§１～§３の
感想を必ず書の留意点 ３つの報告文を通して
くことを指導や工夫点 読み報告文を書くとき
する。を理解す の留意点や工夫につい

・工夫した点をることが て話し合う。
見付けた生徒できる。 ・事実はまず いつ ど、「 」「
を認め 「○こで 「誰が 「何を」」 」 、
○さん方式」を書く。
などと名付け・より詳しく書くとき、
広める。「どのように 「どれ」

くらい 「なぜ」を入」
れる。

・感想を入れる。
・会話文を で入れる ③ ・活動の観察 ・板書を利用し“” 。
○一つの事象は、いろい ④ ながら、表現
ろな表現で言える。 の仕方につい

・ 楽しかった」をいく て理解を促「
つかの表現で表す。 す。

○自分が印 【展開】
象に残っ

漁村体験で書きたい場た場面を
面を選ぼう。表す写真

を選び、
・一人一人に自報告文に ○最も印象的な場面を表
分のもっとも書きたい す写真を選ぶ。
印象的な場面内容を想 ・コンピュータの画面に、
が見つかるよ起するこ にあるデジタル画CDR
う多くの画像とができ 像を呼び出して見る。
を準備する。る。 ・画像を見て、書きたい

内容を想起する。
・学習プリント【終末】
を集め、書き・どんな事実を書くのか、
たい内容を把学習プリントにメモす
握しておく。る （日本語・英語）。

事実やそ7 ○
漁村体験の思い出が、本 の時の気
む人によく伝わるよ時 持ちが読 読

うに報告文を書こう。み手に伝
わるよう

・適切な語彙がに、過去 【導入】 ② ・活動の観察
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○前時に選んだ写真をみ 見付からない形や過去
ながら対話する。 で答えにつま進行形を

る生徒には、正しく使 -Where is this?
既習の表現にって、漁 -When was this?
よる言い換え村宿泊体 -What were you doing?
の方法を教え験学習の -What did you feel then?

など る。報告文を
【展開】 ・工夫した表現書くこと
○対話したことを参考に や報告文としが で き ④ ③ ・学習プリン
して事実と感想を書く て魅力的な内る。 ④ トの点検。

○中間交流を行う。 容を書いた生
・班でプリントを回し、 徒を認め全体
友人の報告文を読む。 に広める。
事実と感想が書けてい ・授業の終わり
るか その部分を探す に学習プリン、 。

・読んだ感想やアドバイ トを集め、次
スを聞き合う。 時までに朱筆

【終末】 を入れる。つ
○中間交流を生かし、書 づりや文法の
き加えたり、修正した 間違いについ
りする。 て指摘する。

○漁村体験 ・会話文や、過8
の報告文 体験の報告文を 去進行形を効漁村
を、事実 掲示物に仕上げよう 果的に使って
や感想に いる作品を広
工夫を加 める。【導入】
えて、思 ・つづりや文法○加筆、修正のポイント
い出がよ の間違いを修を確認する。 ③ ・学習プリン
く伝わる 正したかを見【展開】 トの点検
ように書 ○教師からの助言や朱筆 届ける。⑤ ⑤ ④ ・学習プリン

トの点検 作品の制作状くことが を参考にして、加筆・ ・
況を観察し、できる。 修正する。
ていねいな文【終末】

○Ｂ５版よりやや大きい 字で適切な語
画用紙にペンで清書す 間をあけ、読
る。写真をはがれない みやすく仕上
ように貼って完成する げるよう助言。

する。

○漁村体験 ・次のような視9
の報告文 みんなの漁村体験の 点で仲間の作
を読み合 レポートを読み、読 品を読むよう
い、内容 んだ感想を作者のた 指導する。

＜視点＞を理解す めに書こう。
ると共に ○どんな事実や
書き方の 感想があるか【導入】
よさを学 ○完成作品を自分の机の ○報告文として
び合うこ 上に置く。 どんな工夫や
とができ 【展開】 おもしろさが
る。 ○一つずつ席を移動し感 あるか。③ ③ ・感想記入用

想記入用紙に、読んだ ・過去形や過去④ 紙への記述
When感想を記入する。 進行形内容点検 、

・印象に残った事実の記 節などを効果
述 的に用いて事

実と感想を含・会話文の使用などの工
んだ報告文を夫

【終末】 書くことがで
○本単元の振り返りをす きたことを認
る。 める。

○教室廊下などに掲示す
（授業後）る。
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４ 単位時間の授業展開例
(１) ねらい
事実やその時の気持ちが読み手に伝わるように、過去形や過去進行形を正しく使って、漁村宿

泊体験学習の報告文を書くことができる。
(２) 本時の位置

７／９時
(３) 展開案

学 習 活 動 評価について 指導・援助過程

○ ～ ◎イ－② ・漁村体験に関わる語導 Warm up Guess What
・活動の観察 彙を出題し、書くと入 Game

・ペアの片方が説明する。 ・前時に生徒が選択した一人一 きの援助とする。
○写真をみながら英語で対話 人異なる写真を黒板にはり、 ・質問に答えたときに
し、書こうとする内容を想 その写真を示しながら、教師 話した英語が、本時
起 の質問に答えられるか、一人 の書く活動のもとに

。 、・いつ、どこで、だれが、何 一人に質問して見届ける。 なる 生徒の答えに
を、などの事実と、その時 ・ペアで写真を見せ合いながら 教師が付け加えて話
の気持ちを尋ねる。 対話し、左の質問に答えられ して聞かせることに
－ るかを相互評価させる。 よって、より詳しいWho is this?
－ 内容が書けるようにWhere were you?
－ する。When was this?
－ ( ) ・生徒の人数が多い場What did you do say ?
－ 合は、数名を指名しWhat did you feel then?

て見本を示し、ペア
で互いに写真を見なLet's write about Mikata
がら質問したり答えtrip.

漁村体験の思い出が伝わ たりさせる。
るように報告文を書こう。

○課題の確認 ・書き始められない生展 ◎アー④
いつ・だれが・どうした ◎イー③ 徒に次の声をかけ開 「 、
という事実に、その時の感 ・これまでに学習した過去形、 る。
想を加えて書きましょう 」 過去進行形や漁村体験に関わ ①書く内容が決まらな。

○漁村体験について記述 る語彙などが、正確に適切に い生徒
《書き始めの例》 使用されているか、活用状況 →写真をみて対話し

を机間指導により見届ける。 たことをもとにしよOn the second day, I watched
・報告文の読み手にとって興味 う。fixed net fishing. I got up
深い内容を書いている生徒の ②書き始めでつまずくat 4:30 so I was very sleepy.
例をあげて助言する。 生徒When I rode a boat, I was

など →Ａさんのように、こういう →書く順序は後にしexcited.
○中間交流 内容をつけ加えるといいよ てまずどんどん書こ
①観点に沿って自己診断す （適切さ） う。

「 」「 」る。 ・間違いの多い表現（つづり、 → いつ だれが
②友人の書いたものを読ん 語順など）を板書する。 「どうした」から始
で、理解し、よさを取り →この文のどこがおかしいか めよう。
入れる。 気付く人はいませんか。 ③書きたい内容に合う
③教師からのアドバイスを （正確さ） 英語が分からない生
聞く。 ・会話文を使用して臨場感を表 徒

○中間交流を生かして加筆 している作品例を紹介する。 →補助資料の漁村体
《加筆例》 験に特有の語彙集終 →その時の状況がよく伝わっ

を見よう。末 てくるね。I asked to the fisherman,
＜中間交流の観点＞ ・気持ちを表す言葉は“ “Are you sleepy?" No, I'm
・事実と感想があるか。 補助資料を見るとよnot." he answered. I was
・どんな工夫があるか。 いことを助言する。surprised.

○感想・振り返り ・文法やつづりの間違いはない ・中間交流の観点を示
感想・振り返りの記述の例 か。 し、個別指導を丁寧《 》
「会話文を入れて報告文を書 ○イ－④ に行う。
くことができた。これなら読 ＜教師が朱筆を入れる観点＞ ・学習プリントを集め
む人にその時の様子がよく伝 ・事実と感想の記述の有無 次時までに朱筆を入
わると思う。中間交流で ・つづりや文法の間違い れる。次時の初めにWhen
～と過去進行形をいっしょに ・会話文の使用などの工夫 紹介し、広めたい表
使うと （その時）～してい 現を探す。、
たことを効果的に表せること ・本時のねらいの達成、および ・次回はペンで清書す
がわかったので取り入れた 自分の成就感について、学習 るように指示する。
い 」 プリントに記述させる。。
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５ 評価の実際と個に応じた指導事例

(１) 本時重点的に取り上げた評価規準

＜イー③＞

、「 」「 」「 」「 」 。○事実について いつ だれが どこで 何をした が伝わるように書くことができる

（２）評価の実際

①評価の方法

＜机間指導による学習プリントの点検＞

・書く活動をしている間に、体験活動の事実が書けているかを机間指導により見届ける。

・授業後、学習プリントを集めて、事実とその時の感想が正しく書けているかを見届ける。

②評価の決定

「 」「 」「 」「 」 。・生徒の英作文を見て、 いつ だれが どこで 何をした が書けているかを判断する

書けていれば、○（Ｂ以上）と判断する。４つの内容がすべて

・授業後、生徒の英作文を見て、事実とその時の感想が正しくかけていれば○（Ｂ以上）と判

断する。

（３）個に応じた指導の実際

○単元構成の工夫による手立て

本時までに、どのような内容を、どのような英語で書けばよいのかの見通しを、どの生徒も

。 、 「 」もてるように対話活動を積み上げた その結果 本時の書く場面において 全く手がつかない

「全く書けない」という生徒は一人もいなかった。

「いつ 「だれが 「どこで 「何をした」のうち、何かが欠けている生徒や、正ししかし、 」 」 」

さの点で修正が必要な生徒がみられたので、次のような個に応じた指導を実施した。

○個の学習状況に応じた手立て

＜内容と表現の引き出し＞

・書き落としている事実の部分について 「いつ 「どこで」などと質問をし、内容と英語表、 」

感想についても本時の終末までに書かせたいので、中間交流の現が想起できるようにした。

時点で書けていない生徒には、どんな気持ちだったかを個別に尋ね、書くことを促した。

＜英語の誤りについての気付きの促し＞

・正しさの点で修正の必要がある生徒には、すぐに教師が直すのではなく、朱筆で次のような

記号を書いてヒントを出し、自分で修正できるようにした。

過去形や過去進行形のまちがいがある場合（ ）- G
つづりの間違い（ ）- S
語順の間違い（→）-
その他の間違い（？）-

このような指導の結果、生徒は加筆したり、これまでの学習プリントなどを見直して修正しよ

うとした。教師は、しばらく時間を置いてから、再度机間指導により修正できたかどうかを確

かめ、修正できていれば認める言葉をかけていった。

さらに、今後の指導の方向として （ ）や（→）の誤りが顕著な生徒には、ドリル学習な、 G
どで補充し、文法の誤りを減らす指導を継続していく。
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６ 参考資料

資料１：生徒の作品例と感想の例

（定置網漁） 写真は省略Title: The Fixed Net Fishing
On the second day in the early morning, we watched fixed net fishing on the boat. I got up at

four. But I was not sleepy. Because I could not wait to see a lot of fish and sea birds. I was excited.
We said, Wow! So many fish! I found squids and their black ink too. When we got to the sea port,“ ”

we gave some fish to birds. The fixed net fishing was a hard work but fishermen did not look tired.
So I was surprised. I had a wonderful time. I want to try it again.

＜単元を終えてあなたができたことや、感想を書きましょう＞

伝えたいことをたくさん書くことができたので満足している。過去形や過去進行形がじょ

うずに使えたし、単語の順序にも気をつけられた。仲間の文がたくさん読めてわかってよ

。 、 。かった 私の作品を読んでもらって たくさんのコメントを書いてもらえてうれしかった

、「 」 「 」 。コメントでは 文の数が多い と 会話文があって分かりやすい というのが多かった

(第２時で使用）資料２：学習プリント例

『漁村体験の報告文を書こう』 【学習のガイダンス】★この単元では、次のような学習を

します。◇過去形の形を覚えます。 ①「～だった」②「～でしたか」③「～していまし

I was . Were you ? I was watching TV atた ～しているところでした ① ～ ② ～ ③、 」

（過去進行形）◇教科書の のケン、メイリン、久美の報告文を読8:00 p.m. last night. Lesson 3
み取ります。 ・３人は、それぞれどのような体験学習をしたのでしょうか。 「い

つ 「どこで 「だれが 「何をした」という事実と、その時の感想を読み取れる とよ」 」 」

いですね。◇ケン、メイリン、久美の報告文を参考に、みなさんが「漁村体験」の報告文を

書きます ＜正しく書く＞ ・過去形 過去進行形を正しく使って ・ だれが 主。 、 「 （

語 「～した(動詞)」｢何を(目的語)｣の語順を守って ＜適切に書く＞ ・他学年の）」

生徒や、交流した相手の学校の生徒に読んでもらえるように、印象に残った 事実と感

想を入れて ・その時の様子がよく分かるように、会話文を入れて いっしょに漁村へ行

った仲間だけでなく、先輩や後輩、さらに交流先の中学生にも、あなたの楽しい思い出が伝

わるように書くために、どんな工夫をしたらよいか、 や の英文を参Lesson 3 Let's WRITE 1
考にしながら、考えていきましょう。あなたが書いた報告文は、その場面がよく表れている

写真を貼って、英文といっしょに掲示します。また、いくつかの作品は、ホームページで紹

介したり、交流先の中学校へメールなどで送ります。

★単元のめあてと評価について

次のようなことを大切にして学習していきましょう。

、 、 。○間違いを恐れず できるだけ多く詳しく話したり 書いたりするように心がけましょう

「 」「 」「 」「 」 。○ だれが 何をした どこで いつ などの事実とその時の感想を報告しましょう

○体験のしたことを伝えるために、どんな内容を選び、表現の工夫をしているのか読み取

りましょう。

○過去形や過去進行形を正しく使って、話したり書いたりしましょう。


